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工程 商品名 塗装方法
標準膜厚
（μm/回）

標準使用量
（g/㎡/回）

希釈率
（％）

塗装間隔
（20℃）

新設

標準塗装仕様

4時間以内ブラスト処理（ISO-Sa2 1/2）

防食下地 16時間～1ヶ月0～557075エアレス水性ゼッタールEP-2HB
下塗り第一層 16時間～10日0～1034060エアレス水性エポオール
下塗り第二層

素地調整

16時間～10日0～1034060エアレス水性エポオール
中塗り 16時間～10日0～1517030エアレス水性エポニックス 中塗
上塗り 0～10 -16030エアレス水性Vフロン#100Ｈ 上塗

工程 商品名 塗装方法
標準膜厚
（μm/回）

標準使用量
（g/㎡/回）

希釈率
（％）

塗装間隔
（20℃）

塗り替え

4時間以内
動力工具にて、さび及び劣化塗膜を除去し、活膜は入念な目粗しを行い、塵埃などの異物を除去
する（発錆部の除錆度：ISO-St3.0以上）

下塗り第一層 16時間～10日0～1026060刷毛・ローラー水性エポオール
下塗り第二層

素地調整

16時間～10日0～1026060刷毛・ローラー水性エポオール
中塗り 16時間～10日0～1513030刷毛・ローラー水性エポニックス 中塗
上塗り 0～10 -13030刷毛・ローラー水性Vフロン#100Ｈ 上塗

工程 商品名 塗装方法
標準膜厚
（μm/回）

標準使用量
（g/㎡/回）

希釈率
（％）

塗装間隔
（20℃）

新設

4時間以内ブラスト処理（ISO-Sa2 1/2）

防食下地 16時間～1ヶ月0～557075エアレス水性ゼッタールEP-2HB
下塗り第一層 16時間～10日0～1034060エアレス水性エポオール
下塗り第二層

素地調整

16時間～10日0～1034060エアレス水性エポオール
中塗り 16時間～10日0～1517030エアレス水性エポニックス 中塗
上塗り 0～1015030エアレス水性Vトップ#100Ｈ 上塗

工程 商品名 塗装方法
標準膜厚
（μm/回）

標準使用量
（g/㎡/回）

希釈率
（％）

塗装間隔
（20℃）

塗り替え

4時間以内
動力工具にて、さび及び劣化塗膜を除去し、活膜は入念な目粗しを行い、塵埃などの異物を除去
する（発錆部の除錆度：ISO-St3.0以上）

下塗り第一層 16時間～10日0～1026060刷毛・ローラー水性エポオール
下塗り第二層

素地調整

16時間～10日0～1026060刷毛・ローラー水性エポオール
中塗り 16時間～10日0～1513030刷毛・ローラー水性エポニックス 中塗
上塗り 0～10

-

-12030刷毛・ローラー水性Vトップ#100Ｈ 上塗

使用上の注意

①③⑯

⑬

●取扱い上の注意
１.火気のあるところでは使用しないで下さい。
２.取扱い作業所には、局所排気装置を設けて下さい。
３.取扱い中は、皮ふにふれないようにし、必要に応じて防塵マスク、保護手袋、前掛け
等を着用して下さい。

４.取扱い後は、手洗い、うがいを十分に行って下さい。
５.よくフタをし、一定の場所に貯蔵して下さい。
６.子供の手の届かないところに保管して下さい。
７.捨てる時は、産業廃棄物として処分して下さい。

８.指定された以外の商品と混合しないで下さい。
９.容器は垂直に持ち上げて下さい。斜めに持ち上げると取っ手が外れ、落下事故の危
険があります。

●緊急時の処置
１.火災時には粉末消火器を用いて下さい。
２.目に入った時には、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。
３.作業着等に付着した時には、その汚れをよく落として下さい。
４.容器からこぼれた時には、粉塵が立たないように処置して下さい。

※ 本カタログに記載以外の条件で使用される場合は、弊社にお問い合わせ下さい。 
※ 本製品の内容は予告なく変更することがあります。

施工上の注意

DNT水性重防食システム

●取扱いの注意 
１.火気のない局所排気装置を設けたところで使用して下さい。 
２.塗装中、乾燥中は換気をよくし、蒸気を吸込まないようにして下さい。 
３.取扱い中は、皮ふにふれないようにし、必要に応じて下記の保護具を着用して下さい。　
防塵マスク、有機ガス用防毒マスク又は送気マスク、頭巾、防護めがね、長袖の作業衣、
えり巻きタオル、保護手袋、前掛け等。 

４.取扱い後は、手洗い、うがい及び鼻孔洗浄を十分に行って下さい。 
５.塗料の付いたウエスや塗料カス、スプレーダストは廃棄するまで水につけておいて下さい。
６.よくフタをし、0℃以上40℃以下の一定の場所に貯蔵して下さい。 
７.子供の手の届かないところに保管して下さい。 
８.捨てる時は、産業廃棄物として処分して下さい。 
９.容器は垂直に持ち上げて下さい。斜めに持ち上げると取っ手が外れ、落下事故の危
険があります。

●緊急時の処置 
１.火災時には炭酸ガス消火器、泡消火器又は粉末消火器を用いて下さい。 
２.目に入った時には、多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。 
３.誤って飲み込んだ時には、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。 
４.皮ふに付着した時には、多量の石けん水で洗い落とし、痛みや皮ふに変化等がある
場合には、医師の診察を受けて下さい。

５.蒸気、ガス等を吸込んで気分が悪くなった時には、安静にし、医師の診察を受けて
下さい。

６.容器からこぼれた時には、布で拭きとり、その布を水の入った容器に保管して下さい。

＜亜鉛末の場合＞
危険有害性情報のある物質を含有していますので、取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容は、安全データシート（SDS）をご参照下さい。

危険有害性情報のある物質を含有していますので、取扱いには下記の注意事項を守って下さい。
※詳細な内容は、安全データシート（SDS）をご参照下さい。

●全般
１）塗料の保管は、降雨・結露・直射日光を避け、気温が0℃以下にならな
い場所で保管して下さい。0℃以下で保管すると凍結するおそれがあ
ります。

２）長時間直射日光に当たると缶内壁にて塗料が乾燥し、皮張りが発生
するおそれがあります。

３）被塗面の油・塵埃・水分その他の有害な付着物は、完全に除去して下さい。
４）小分け調合する場合は、主剤と硬化剤を規定の割合で秤量して下さい。
５）下塗り・中塗りと上塗り用の塗装器具の併用は、ブツなど不具合の発
生に繋がりますので併用しないで下さい。

６）以下の条件では塗装作業を中止して下さい。
　①天候…雨天、および雨天が予想される場合
　②気温…5℃以下
　③湿度…85％RH以上、または被塗面に結露が生じている場合
　④被塗物温度…被塗物温度が50℃以上の場合
　⑤強風の場合
７）獣毛刷毛では刷毛が固まってしまうため、ナイロン刷毛を推奨して
います。
　推奨刷毛 ……… 大塚刷毛製の伝翔、すすき、銀助、塗来建築用黒毛
　推奨ローラー…WAKABA（13mm）、TSUBASA（12mm）、無泡ローラー（12mm）
８）塗装する時は、まず希釈なしで塗装して下さい。粘度が高く塗装しに
くい場合、希釈剤(水道水)を用いて下さい。

９）希釈する場合は、水道水を用い規定量を厳守して下さい。過剰希釈す
るとダレ易くなり、膜厚確保が困難になるため、性能低下に繋がります。

10）混合手順・混合比率を誤ると塗膜性能を発揮しないばかりか、塗膜が
硬化しないことがありますので十分注意して下さい。

11）主剤と硬化剤を混合した後は、規定の可使時間以内（※1ポットライフ
参照）に使い切って下さい。（混合時間を記録し管理して下さい。）
　可使時間を超えて使用した場合、塗膜性能不良の原因になります。
12）硬化剤に、直接水を添加すると白濁を生じますのでご注意下さい。また、

寒暖差の大きい場所間での移動時は、内部結露により水が混入するお
それがありますので、確実に密栓して下さい。

13）他の塗料との組み合わせが生じる場合、弊社にお問い合わせ下さい。
14）没水部への適用は避けて下さい。
15）塗装間隔は、塗装環境（温度・湿度・換気など）や膜厚によって変動す

ることがあります。
16）気象条件(風・低湿度など)によっては、サゲツなどの中で塗料表面に

皮張りが発生することがあります。皮張りを起こりにくくするために、
蓋をするなどの処置をして下さい。また、皮が張った場合は、必ず取
り除いてから塗装して下さい。

17）乾燥時、水分の揮発とともに色相が濃くなりますが、乾燥すると均一
になります。

18）塗装直後は湿度が急上昇するので、送風機などで湿気の排出を実施して
下さい。

19）塗装後、塗装環境条件によっては塗膜表面にさびが浮いたような現
象が生じる場合がありますが、塗膜性能に問題はありません。そのよ
うな時は、念のため目粗しを行い、同塗料を塗り重ねて下さい。

20）塗装器具の洗浄は水道水で行えますが、汚れが落ちにくい場合は、お
湯を使用して下さい。それでも落ちにくい場合は、弊社の「水溶性洗
浄シンナー」を用いて洗浄して下さい。（エアレス塗装機の場合も同様。）

●塗料の混合方法
　塗料の混合・撹拌は、以下の手順で実施して下さい。
　【水性ゼッタールEP-2HB】
①主剤、硬化剤を規定の割合で混合し、動力撹拌機にて十分撹拌し
て均一な状態とする。

②撹拌しながら亜鉛末を規定の割合まで徐々に混合し、十分撹拌し
て均一な状態とする。

③希釈する場合は、水道水で希釈し、希釈後1～2分程度撹拌する。
（撹拌不足はブツなど不具合を起こすおそれがあるため注意すること。）

　【水性エポオール】 【水性エポニックス 中塗】 【水性Vトップ#100H 上塗】
　【水性Vフロン#100H 上塗】
①主剤を動力撹拌機で撹拌しながら、硬化剤を添加・混合し、硬化剤
混合後2～3分程度撹拌する。

②希釈する場合は、①を撹拌しながら水道水で希釈し、希釈後1～2
分程度撹拌する。（撹拌不足はブツなど不具合を起こすおそれが
あるため注意すること。）

※1 ポットライフ

商品名 可使時間(20℃)

水性ゼッタールEP-2HB 5時間

水性エポオール

水性エポニックス 中塗

水性Vトップ#100H 上塗

5時間

5時間

水性Vフロン#100H 上塗 4時間

3時間


